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1 年生 3名の英語力が飛躍的に向上 
その秘密は、課外の実践的プログラムの存在 

 

 

本学文理両学群の 1年生 3名が、英語資格・検定試験で、CEFR の B2 レベルを

認定されました。その結果、学内交換留学派遣者選考に合格し、本学では初め

て、1年次に英語圏の大学への派遣決定者となりました。 

 

 

本学の 1 年生 3 名が、英語資格・検定試験で CEFR の B2 レベルを認定されま

した。当該学生は、入学当初は、TOEIC（L & R）試験スコアは 990 点満点で 350-520

点（ほとんどの学生と同じ CEFR の A2 レベル）であり、英語圏の大学への留学

は諦めざるを得ない状況にありました。しかし、半年後には、英語圏への留学

を許可される B2 レベルまで英語力が飛躍的に向上しました。（※CEFR の B2 は日

常会話のあらゆるコミュニケーションにおいて、「自信をもって英語を話すこと

ができる」とされるレベルである） 

その秘密は、国際交流センターで実施している「英語補修プログラム」です。 

本学国際交流センターは震災・原発事故以降に設置され、海外の大学と学生交

流協定を締結して積極的に日本人学生の派遣と留学生の受け入れを行っており、

各学類でグローバル教育を進めるとともに、同センターが、英語補修プログラ

ムの開講、奨学金の支給、留学説明会の実施などを通じて、学生の留学を支援

してきました。その支援の 1 つである「英語補修プログラム」は、留学を希望

する学生を対象に、日々のニュースの英語理解、受講者の希望に合わせた試験

対策等を行い、英語をもっと身近に感じてもらうことを狙いとしており、当該

学生も本プログラムに参加したことで半年という短い期間で英語力を身につけ

ることができました。 

その結果、学内交換留学派遣者選考に合格し、本学では初めてとなる、1年次

に英語圏への派遣決定者となりました（派遣時期は今秋から 1年）。条件を満た

した派遣留学生には、日本学生支援機構による奨学金が支給されることになっ

ています。 
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【 発表学生 】 

経済経営学類 1年 

杉浦
すぎうら

 矢功正
し ぐ ま

：仙台高校卒 英国ノーサンブリア大学派遣 

 佐々木
さ さ き

 駿
しゅん

 ：前橋商業高校卒  米国オザークス大学派遣 

共生システム理工学類 1年   

長岡
ながおか

 瞬
しゅん

  ： 会津高校卒 英国・スコットランドグラスゴー大学派遣 

 

【 英語力の変遷 】 

昨年 6月   TOEIC(L&R)試験スコア(350-520) いずれも A2 

今年 1月まで IELTS スコア(４技能)(overall 6.5, 6.0, 5.5) 

いずれも B2(TOEIC(L&R)で 785-945 点レベル) 

 

日本学生支援機構の 2020 年度海外留学支援制度に応募し、高い英語力(B2)をも

つ学生を対象とするという厳しい条件を満たし、学生交流創成タイプ（タイプ A）

に採択されました。同タイプの申請は全国から 1458 件に対し、採択数が 441件。 

 

 

（お問い合わせ先） 
学生・留学生課 
国際交流センター 担当：岩下

いわした

、何
か

 
電 話：024-503-3066 
メール：ryugaku @adb.fukushima-u.ac.jp 



TOEIC スコアのＣＥＦＲ換算 
（出典：一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会公式ホームページより）

https://www.iibc-global.org/toeic/official_data/toeic_cefr.html 
 

 





＊選考時、英語要件ある協定校の１年生合格者０名。 

H22(春・秋） H23（春） H24(春・秋) H25（春） H26（春） H27（春） H28（春） H29(春・秋) H30(春・秋) R1（秋）

全体派遣数 3 4 13 9 7 11 11 16 23 27

英語要件有 0 0 5 1 2 3 2 4 9 8
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